
新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
延

期
と

な
っ

て
い

た
成

人
式

が
１

月
３

日
に

行
わ

れ
、

対
象

者
32人

の
う

ち
12人

が
参

加
し

ま
し

た
。

成
人

を
代

表
し

て
勢

田
幸

之
介

さ
ん

が
「

こ
れ

ま
で

お
世

話
に

な
っ

た
方

へ
の

感
謝

の
気

持
ち

を
忘

れ
ず

、
誰

か
を

支
え

、
助

け
ら

れ
る

人
間

に
な

り
た

い
」

と
決

意
を

述
べ

、
町

か
ら

の
記

念
品

を
、

岩
佳

奈
子

さ
ん

が
受

け
取

り
ま

し
た

。

今
月
の
主
な
内
容

●
年
頭
の
ご
挨
拶
�…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｐ
２

●
新
成
人
の
抱
負
�…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｐ
３

●
議
会
か
わ
も
と
�…
…
…
…
…
…
…
Ｐ
４
～
８
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ム
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町
民
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

令
和
4
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

お
祝
い
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
町
政
各
般
に
わ

た
り
ま
し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
来
続
い
て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
、
政
府
か
ら
発
出
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
緊
急
事
態
宣
言
は
、
昨
秋
、
全
面
解
除

さ
れ
、
町
内
で
の
発
症
も
最
小
限
に
抑
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

基
本
的
な
予
防
対
策
の
徹
底
と
事
業
の

休
止
や
縮
小
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
町
民
の
皆
様
に
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
変
異
株
に
よ
る
再
び
の
感
染
拡

大
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
昨
年
11
月
の
政
府

に
よ
る
閣
議
決
定
、「
コ
ロ
ナ
克
服
・
新

時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
」
に
よ
り

改
定
さ
れ
た
、
基
本
的
対
処
方
針
や
県
の

方
針
に
基
づ
き
、
3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
は
じ
め
と
し
て
、
引
き
続
き
、
感
染

症
防
止
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
社

会
経
済
活
動
の
再
開
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

昨
春
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局

の
肝
煎
り
で
設
置
さ
れ
た
「
江
の
川
流
域

治
水
推
進
室
」
が
、
今
年
度
策
定
し
て
い

る
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
重

点
的
に
整
備
さ
れ
る
予
定
の
「
瀬
尻
・
久

料
谷
」
及
び
「
谷
」
地
区
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
10
月
に
、
予
め
事
業
着
手
が
公

表
さ
れ
た
上
で
、
本
年
の
出
水
期
ま
で

に
、
応
急
対
策
が
進
め
ら
れ
る
運
び
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
夏
も
お
盆
の
最
中
に
水
害
に
見
舞
わ

れ
た
こ
と
か
ら
、
早
期
着
工
・
完
成
と
残

る
大
き
な
懸
案
の
「
川
本
堤
防
の
完
成
堤

防
化
」
及
び
「
因
原
地
区
の
内
水
対
策
」

の
実
現
に
向
け
て
、
国
や
県
へ
の
働
き
か

け
を
強
め
て
ま
い
り
ま
す
。

当
初
案
が
提
示
さ
れ
た
平
成
5
年
以

来
、
懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
主
要
地

方
道
川
本
波
多
線
［
川
本
工
区
］
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
9
月
に
、
県
か
ら
「
対

岸
ル
ー
ト
に
よ
り
整
備
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
」
と
の
通
知
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
早
期
着
工
、
さ
ら
に
は
完
成
を

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

積
年
の
大
命
題
で
あ
り
ま
し
た
治
水
対

策
や
道
路
整
備
の
道
筋
が
見
通
せ
る
段
階

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
来

年
度
か
ら
は
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
整
備
の

実
現
を
前
提
と
し
た
「
ソ
フ
ト
事
業
の
具

現
化
」
を
強
く
意
識
し
た
町
づ
く
り
に
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
医
療
・
介
護
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
強
化
」
を
は
じ
め
と
す
る
、

「
第
6
次
総
合
計
画
」
上
の
各
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
た

く
、
昨
年
末
に
発
表
さ
れ
た
政
府
予
算
や

2
月
に
発
表
さ
れ
る
県
の
予
算
を
注
視
し

な
が
ら
、
令
和
4
年
度
予
算
を
編
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
実
り
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に

は
、
令
和
4
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
、
議
員
一
同
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
町
議

会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
、
議
会
活
動
に
対

す
る
温
か
い
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
一
昨
年
か
ら
猛
威
を
振
る
う
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
昨
年
も
終
息
の
気

配
を
見
せ
ず
、
7
月
以
降
は
感
染
力
の
極

め
て
高
い
デ
ル
タ
株
に
よ
っ
て
、
全
国
各

地
で
か
つ
て
な
い
勢
い
で
感
染
が
拡
大
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
も
、
本
町
に
お

き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様
お
一
人
お
ひ

と
り
の
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
、
事
業
の

中
止
・
縮
小
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
お

か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
町
内
で
の
発
症
が

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
秋
以
降
、
感
染
状
況
は
落
ち
着

い
て
い
ま
す
が
、
11
月
に
確
認
さ
れ
た
新

た
な
変
異
株
へ
の
懸
念
も
加
わ
り
、
冬
場

の
第
6
波
と
い
う
事
態
に
至
る
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
へ
の
高

い
警
戒
は
保
ち
つ
つ
、
社
会
全
体
の
対
応

力
を
高
め
、
感
染
対
策
と
日
常
生
活
を
両

立
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

引
き
続
き
感
染
予
防
対
策
に
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
町
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
国
か
ら
の
経
済
対
策
な
ど
の

活
用
に
よ
り
、
本
町
に
と
っ
て
真
に
必
要

な
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
、
努
力
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
も
梅
雨
末
期
か
ら
8
月
中

旬
に
か
け
て
の
豪
雨
に
よ
り
、
河
川
の
氾

濫
や
内
水
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
皆
様
、
避
難
指
示
に
よ
り
避
難
所
生

活
を
強
い
ら
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
積
年
の
課
題
で

あ
り
ま
す
治
水
対
策
が
早
期
に
実
現
し
、

整
備
が
加
速
す
る
よ
う
、
町
執
行
部
と
歩

調
を
合
わ
せ
て
、
国
・
県
に
対
し
て
の
働

き
か
け
を
更
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
の
干
支
は
寅
、
寅
年
は
厳
し
い
冬

を
越
え
て
芽
吹
き
始
め
た
も
の
が
新
し
い

成
長
の
礎
（
い
し
ず
え
）
に
な
る
、
形
と

し
て
見
え
て
く
る
年
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終

息
と
経
済
の
再
生
、
ま
た
、
長
年
の
懸
案

事
項
で
あ
っ
た
治
水
対
策
、
道
路
改
良
を

は
じ
め
と
し
た
課
題
が
新
し
い
ス
テ
ー
ジ

に
移
り
、
町
の
将
来
の
礎
が
築
か
れ
る
年

と
な
る
よ
う
、
町
議
会
と
し
て
の
責
務
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
輝

か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
議
員
一
同

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
川
本
町
長　

野 

坂
　
一 

弥
　

　
　
川
本
町
議
会
議
長　

飯 

田
　
武 

則
　

令和４年 年頭のごあいさつ
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新 成 人 の 抱 負

田畑　祐貴 松岡　信吾 横宮　優佑

石田　愛香

北山　修人

瀬上　一樹

岩　佳奈子

小畑　陽一

勢田　幸之介

上田　理央

左田野　巽

園山　丈治



定

例

会

臨

時

会

令
和
３
年
11
月
24
日
、
第
４
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
案
件
１
件
（
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
）、
予
算
案
件

１
件
（
令
和
３
年
度
川
本
町
一
般
会
計

補
正
予
算
〈
第
６
号
〉）、
そ
の
他
案
件

２
件
（
工
事
請
負
契
約
の
締
結
他
１

件
）
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
が
12
月
10

日
か
ら
15
日
ま
で
の
６
日
間
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
野
坂
町
長
の
行
政
報
告

が
行
わ
れ
、
条
例
案
件
２
件
（
川
本
町

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
他
１

件
）、
予
算
案
件
４
件
（
令
和
３
年
度

川
本
町
一
般
会
計
補
正
予
算
〈
第
７

号
〉
他
３
件
）、
そ
の
他
案
件
２
件

（
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
他

１
件
）
の
８
議
案
と
議
員
発
議
１
件

（
町
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定
）
が

提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
７
名
の
議
員
か
ら
当

面
す
る
町
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

香

取

亜

希

中

平

茂

明

圓
　
山
　
智
惠
美

本

山

修

二

木
　
村
　
慶
　
五

石
　
川
　
達
　
也

植

田

昌

平

片
　
岡
　
通
　
泰

飯
　
田
　
武
　
則

（
議
席
順
）

事
務
局
長

 
中
　
嶋
　
則
　
行

書
　
　
記

 
甚
　
田
　
さ
つ
き
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伊
藤
地
域
整
備
課
長

川
本
堤
防
の
内
側
に
中
核
を
な
す
市

街
地
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
早
期
の
堤

防
高
の
確
保
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
一
刻
も
早
い
事
業
化
に

向
け
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
国
に
対

し
て
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

木
村
議
員

瀬
尻
・
久
料
谷
地
区
、
谷
地
区
の
水

防
対
策
事
業
の
応
急
対
策
工
事
・
宅
地

嵩
上
げ
工
事
の
進
捗
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

伊
藤
地
域
整
備
課
長

応
急
対
策
工
事
、
大
型
土
嚢
の
設
置

は
、
年
明
け（
令
和
４
年
）か
ら
の
着
工

に
向
け
て
準
備
中
で
あ
る
。
引
き
続
き

本
工
事
の
要
望
を
強
く
行
っ
て
い
く
。

野
坂
町
長

政
権
与
党
・
自
由
民
主
党
の
国
会
議

員
で
構
成
す
る
「
治
水
議
員
連
盟
」
総

会
に
出
向
き
、
一
級
河
川
を
抱
え
る
全

国
三
首
長
の
一
人
と
し
て
、
対
策
が
遅

れ
て
い
る
治
水
事
業
の
在
り
方
に
つ
い

て
強
く
訴
え
た
。
国
会
議
員
の
方
々
に

も
重
く
受
け
止
め
て
い
た
だ
い
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦
地
域
医
療
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

本
山
議
員

加
藤
病
院
建
替
移
転
は
、
ま
ち
づ
く

一
般
質
問

【令和３年第４回臨時会】	 ○：賛成　●：反対

区分 議　　案　　の　　内　　容 香
取
中
平
圓
山
本
山
木
村
石
川
植
田
片
岡 結果

条 例 職員の給与に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
予 算 令和３年度川本町一般会計補正予算（第６号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

その他
損害賠償の額の決定（車両修理費） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
工事請負契約の締結（町道三島三谷線道路災害復旧工事） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

【令和３年第４回定例会】

区分 議　　案　　の　　内　　容 香
取
中
平
圓
山
本
山
木
村
石
川
植
田
片
岡 結果

条 例
川本町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

川本町国民健康保険条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

予 算

令和３年度川本町一般会計補正予算（第７号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
令和３年度川本町一般会計補正予算（第８号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
令和３年度川本町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
令和３年度川本町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

その他
川本町農業委員会委員の任命につき認定農業者等が委員の過半数を
占めることを要しない場合の同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

和解及び損害賠償の額の決定（車両修理費） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
発 議 町長の専決処分事項の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
陳 情 川本堤防のかさ上げ及び修繕を求める陳情書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

採　決　の　結　果

加
藤
病
院
建
替
移
転
の
情

報
不
足
を
問
う
。

野
坂
町
長
＝
事
案
の
特
殊
性
が

あ
る
が
、
事
案
成
立
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
全
般
の
発
信
を
十
分
心

が
け
る
。

江
の
川
治
水
対
策
と
川
本
堤

防
完
全
化
に
つ
い
て
問
う
。

伊
藤
地
域
整
備
課
長
＝
従
来
か

ら
の
要
望
に
加
え
、
本
町
単
独

で
の
国
へ
の
重
点
要
望
に
力
を

注
い
で
い
る
。
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り
の
転
換
点
で
あ
る
。
報
道
が
先
行

し
、
町
か
ら
の
情
報
発
信
が
少
な
く
、

町
民
は
不
満
や
憶
測
で
混
乱
し
て
い

る
。
町
の
思
い
や
目
指
す
将
来
像
を
示

し
、
町
民
の
理
解
と
信
頼
な
く
し
て
地

域
づ
く
り
は
で
き
な
い
。
情
報
発
信
の

在
り
方
と
夢
や
考
え
を
聞
く
。

湯
浅
総
務
財
政
課
長

こ
の
建
替
移
転
計
画
は
、
町
民
の
皆

様
に
も
関
心
が
高
い
。
町
は
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
強
化
を
す
る
べ
く
第
６

次
川
本
町
総
合
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
民
間

に
よ
る
ハ
ー
ド
整
備
と
行
政
の
ソ
フ
ト

な
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
の
充
実
と
を

同
時
に
目
指
す
た
め
に
、
主
体
の
調
整

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
含
め
、
情
報
発

信
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い

状
況
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現

に
は
、「
町
民
の
皆
様
と
の
協
働
」
に

よ
る
推
進
は
欠
か
せ
な
い
。
一
体
感
を

持
ち
、
適
時
、
情
報
発
信
に
努
力
す

る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦�

温
暖
化
対
策
の
地
方
の
役
割
と
災
害

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

◦
川
本
町
の
呼
称
に
つ
い
て
問
う
。

圓
山
議
員

加
藤
病
院
の
建
設
へ
の
支
援
や
助

成
、
ま
た
移
転
先
の
選
定
根
拠
に
つ
い

て
問
う
。

櫻
本
健
康
福
祉
課
長

平
成
23
年
８
月
に
「
社
会
医
療
法

人
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、
平
成
25
年
度

か
ら
「
準
公
的
病
院
」
と
し
て
国
に
よ

る
地
方
交
付
税
交
付
金
制
度
の
財
政
支

援
を
継
続
し
て
い
る
。
一
方
で
移
転
先

に
つ
い
て
は
、
水
害
の
頻
発
化
に
備
え

る
た
め
に
も
浸
水
想
定
区
域
外
で
あ

り
、
築
30
年
で
今
後
大
幅
な
修
繕
経
費

が
見
込
ま
れ
る
「
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

か
わ
も
と
」
エ
リ
ア
を
選
定
し
た
。
併

せ
て
福
祉
避
難
所
と
し
て
の
機
能
面
の

改
善
要
望
に
も
応
え
る
。

石
川
議
員

令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た

り
、
特
に
重
点
を
置
く
施
策
に
つ
い

て
、
そ
の
理
由
と
共
に
詳
し
い
説
明
を

求
め
る
。

野
坂
町
長

就
任
当
時
に
掲
げ
た
「
５
つ
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
内
、
ま
ず
は
「
安
全
・
安

心
で
活
力
あ
る
暮
ら
し
を
守
る
基
盤
づ

く
り
」
と
「
幸
せ
を
実
現
す
る
生
活
環

境
づ
く
り
」
の
実
現
に
軸
足
を
置
い
て

取
り
組
ん
で
き
た
。
既
に
「
第
６
次
川

本
町
総
合
計
画
」
に
、
そ
の
考
え
方
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。
残
る
３
本
柱
、

「
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
業
の
ま

ち
づ
く
り
」「
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
」

「
新
し
い
人
の
流
れ
づ
く
り
」
を
具
体

化
し
て
い
く
段
階
に
あ
る
。

特
に
重
点
を
置
く
施
策
と
し
て
は
、

「
税
源
涵か

ん

養よ
う

に
資
す
る
。
す
な
わ
ち
、

町
で
の
付
加
価
値
の
創
出
を
支
援
し
、

町
の
外
か
ら
付
加
価
値
を
呼
び
込
む
取

り
組
み
」
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦
三
江
線
跡
地
に
つ
い
て
問
う
。

◦�

水
田
農
業
の
取
り
組
み
支
援
に
つ
い

て
問
う
。

加
藤
病
院
建
替
移
転
に
つ

い
て
問
う
。

櫻
本
健
康
福
祉
課
長
＝
老
朽
化

や
耐
震
化
の
対
応
と
病
院
食
設

備
改
修
の
た
め
に
、
早
期
移
転

を
要
す
る
状
況
に
あ
る
。

来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ

い
て
問
う
。

野
坂
町
長
＝
本
町
が
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
、
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
く
。

圓
山
議
員

こ
の
選
定
エ
リ
ア
で
は
、
今
後
の
状

勢
に
よ
っ
て
は
少
々
狭
い
の
で
は
な
い

か
。
か
わ
も
と
お
と
ぎ
館
側
で
は
ど
う

か
。

櫻
本
健
康
福
祉
課
長

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
か
わ
も
と
エ
リ

ア
の
面
積
は
、
本
館
棟
の
面
積
に
充
分

足
り
て
い
る
。
か
わ
も
と
お
と
ぎ
館
側

は
、
文
化
拠
点
ゾ
ー
ン
で
も
あ
る
た

め
、
支
障
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
る
。

圓
山
議
員

町
民
へ
の
確
か
な
情
報
提
供
と
行

政
・
議
会
共
に
、
こ
の
事
業
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
、
地
域
医
療
が
よ
り
良

い
方
向
に
進
む
よ
う
期
待
す
る
。
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中
平
議
員

第
６
次
川
本
町
総
合
計
画
の
中
に
あ

る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
か
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
の
確

保
・
育
成
は
進
ん
で
い
る
か
、
川
本
町

体
育
協
会
の
位
置
づ
け
と
か
わ
も
と
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
を
問
う
。

坂
根
教
育
課
長

本
町
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進

の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
大
き
く
３
つ
の
柱
が
あ
り
、
１
つ

目
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
２

つ
目
に
各
種
団
体
の
支
援
、
３
つ
目
に

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進
で
あ

る
。
川
本
町
体
育
協
会
と
か
わ
も
と
ス

健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
つ
い
て
問
う
。

坂
根
教
育
課
長
＝
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
を
通
じ
た
心
身
の
健
康
増

進
に
向
け
、
各
団
体
を
支
援
す

る
。

水
防
対
策
の
進
捗
状
況
を

問
う
。

伊
藤
地
域
整
備
課
長
＝
議
員
提

案
の
３
つ
の
項
目
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
よ
り
進
展
し
て
い

る
。
随
時
、情
報
発
信
を
す
る
。

邑
智
病
院
建
設
改
良
費
の

積
算
根
拠
に
つ
い
て
問
う
。

櫻
本
健
康
福
祉
課
長
＝
本
町
の

負
担
割
合
は
、
当
初
か
ら
旧
石

見
町
以
外
の
町
村
と
比
べ
、
高

い
割
合
に
な
っ
て
い
る
。

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
い
ず
れ
も
本
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
基
盤
で
あ
る
組
織
と

捉
え
て
い
る
が
、
現
状
と
し
て
は
両
者

が
直
接
連
携
し
合
う
と
い
う
よ
り
も
、

町
を
交
え
て
協
力
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
力
を
尽
く
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
状
況
と
認
識
し
て
い

る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦�

有
害
鳥
獣
対
策
へ
の
本
町
の
取
り
組

み
の
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

問
う
。

片
岡
議
員

以
前
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
①
河

岸
の
整
備
、
河
床
の
掘
削
、
②
ダ
ム
の

事
前
放
水
、
③
遊
水
池
の
設
置
を
国
・

植
田
議
員

邑
南
病
院
と
邑
北
病
院
の
引
っ
張
り

合
い
に
よ
り
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
付
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
上
乗
せ
分
は
、
い

つ
無
く
な
る
の
か
。
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と

い
う
言
葉
自
体
が
町
民
に
と
っ
て
屈
辱

で
あ
る
。
新
た
に
邑
智
病
院
が
建
設
さ

れ
る
が
、
負
担
割
合
は
こ
の
ま
ま
か
。

櫻
本
健
康
福
祉
課
長

新
病
院
建
設
負
担
割
合
も
規
約
に
基

づ
き
、
こ
の
割
合
で
あ
る
。

植
田
議
員

こ
の
問
題
を
前
・
現
健
康
福
祉
課
長

に
「
先
方
と
交
渉
す
べ
き
」
と
言
っ
た

こ
と
が
あ
る
が
、
両
課
長
と
も
「
交
渉

す
れ
ば
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

言
い
、
交
渉
さ
れ
て
い
な
い
。
高
く
な

県
に
強
く
要
望
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
①
・
②
・
③
に
つ
い
て
、
進
捗
状

況
の
説
明
を
求
め
る
。

伊
藤
地
域
整
備
課
長

①
に
つ
い
て
は
、
整
備
さ
れ
流
下
能

力
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
。
③
に
つ
い

て
は
、
国
が
計
画
段
階
に
入
り
、
江
の

川
上
流
域
に
貯
水
施
設
の
整
備
を
予
定

す
る
。

湯
浅
総
務
財
政
課
長

②
に
つ
い
て
は
、
国
の
結
果
検
証
が

始
ま
っ
て
い
る
。

片
岡
議
員

堤
防
を
嵩
上
げ
す
る
こ
と
も
大
事
で

あ
る
し
、
継
続
し
て
要
望
す
る
べ
き
だ

が
、
今
あ
る
危
機
「
令
和
４
年
の
出
水

期
」
を
い
か
に
乗
り
越
え
る
か
が
直
近

の
課
題
と
な
る
。
提
案
①
・
②
・
③
の

進
展
が
町
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
に
つ

な
が
る
。
引
き
続
き
進
展
の
あ
っ
た
と

き
は
、
速
や
か
な
情
報
の
発
信
を
望

む
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦�

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ

い
て
問
う
。

7 広報かわもと2022.1



陳

　

情

受
理
番
号
・
年
月
日

　
第
２
号
・
令
和
３
年
10
月
18
日

陳
情
の
要
旨

　
川
本
堤
防
の
か
さ
上
げ
及
び
修
繕
を

求
め
る
陳
情
書
。

陳
情
者

　
弓
市
七
区
連
合
自
治
会

　
　

会
長　
髙
木　
豊
弘　
他
６
会
長

付
託
委
員
会

　
産
建
町
民
常
任
委
員
会

審
査
の
結
果

　
採
択

編
　
集
　
後
　
記 

　 

議

員

発

議

町
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
会
で
議
決
す
る
事
項
は
、
地
方
自

治
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
事
務

処
理
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
に
、
軽
易

な
事
項
で
議
会
が
指
定
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
議
決
を
受
け
る
前
に
町
長
が

実
施
す
る
こ
と
（
専
決
処
分
）
が
で
き

ま
す
。
今
回
、
⑴
１００
万
円
以
下
の
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
、
⑵
１００
万
円
以
下
の

和
解
等
に
つ
い
て
、
町
長
の
専
決
処
分

事
項
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。
公
用
車

の
事
故
や
町
道
の
陥
没
に
よ
る
車
両
の

破
損
な
ど
、
町
に
賠
償
責
任
が
生
じ
る

も
の
に
つ
い
て
、
よ
り
迅
速
な
対
応
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
11
月
５
日
、
い
こ
い
の
村

し
ま
ね
に
於
い
て
、
邑
智
郡
町
議
会
議

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ
ン

タ
ー
理
事
長
の
多
々
納
道
子
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

性
別
や
年
齢
を
問
わ
ず
、
人
々
の
意

欲
と
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
確
保
さ

れ
、
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
政
治
分
野
の

男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
女
性
の
政
治
参
画
に
つ
な
げ
る

た
め
に
も
、ま
ず
は
政
治
、議
会
そ
の
も

の
に
関
心
を
持
ち
、
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
の
努
力
を
更
に
進
め
て
い

く
必
要
性
を
感
じ
た
研
修
会
で
し
た
。

る
の
は
受
け
入
れ
な
い
、
と
は
ね
の
け

る
の
も
交
渉
で
あ
る
。
交
渉
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
い
つ
ま
で
も
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
受
け
入
れ
る
つ
も
り
か
。

櫻
本
健
康
福
祉
課
長

構
成
町
の
財
政
に
与
え
る
影
響
も
あ

り
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を
含
ん
で
い

る
の
で
、
慎
重
に
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
つ
い
て
問
う
。

◦�

水
道
未
整
備
世
帯
へ
の
井
戸
整
備
事

業
に
つ
い
て
問
う
。

邑
智
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

広
報
発
行
対
策
調
査
特
別
委
員
会

 

委 

員 

長　
石　
川　
達　
也

 

副
委
員
長　
香　
取　
亜　
希

 
委　
　
員　
中　
平　
茂　
明

 
委　
　
員　
圓　
山　
智
惠
美

 

委　
　
員　
本　
山　
修　
二

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。お

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
様
々
な
活
動
が
制
約
を

受
け
ま
し
た
。
議
会
に
於
い
て
も
、
感

染
防
止
の
た
め
の
ア
ク
リ
ル
板
の
設
置

な
ど
の
対
策
を
と
り
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
議
会
の
傍
聴
も
制
限
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
私
た
ち
の
生

活
は
、
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
デ
ジ

タ
ル
化
の
波
が
押
寄
せ
、
対
応
に
戸
惑

う
ば
か
り
で
す
。
議
会
に
於
い
て
も
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
が
決
ま
り
、

今
年
か
ら
運
用
さ
れ
ま
す
。
情
報
提

供
・
議
会
の
オ
ー
プ
ン
化
・
事
務
効
率

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
新
し
い
試
み
に

期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
も
、
議
論
と
工
夫
を
重
ね
な
が

ら
、
町
民
の
皆
様
と
議
会
を
つ
な
ぐ
広

報
紙
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

〈
本
山
〉

8広報かわもと2022.1
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月　　日 時　　間 会　　場 対　象　地　区
２月14日（月） 9：00 ～ 16：00 公 園 管 理 棟 三島

２月15日（火）
9：00 ～ 11：30 八 幡 会 館 田原、絵堂

13：30 ～ 15：00 笹 畑 集 会 所 笹畑

２月16日（水）
9：00 ～ 11：30 高齢者生産活動センター 上尾原、下尾原

13：30 ～ 15：30 さ つ き 会 館 木屋原、木谷

２月17日（木）
9：00 ～ 11：30 市 井 原 集 会 所 市井原、長原

13：30 ～ 15：00 矢 谷 集 会 所 矢谷、芋畑

２月18日（金） 9：00 ～ 15：00 三 大 字 集 会 所 川内、馬野原、小谷

２月21日（月） 9：00 ～ 16：00 朝 霧 館 中倉、上谷、下谷

２月22日（火）
9：00 ～ 11：30 谷 戸 集 会 所 谷戸

13：30 ～ 16：00 み や こ 会 館 上三俣、奥三俣、下条

２月24日（木）
9：00 ～ 16：00 西 公 民 館 日向、上因原、下因原

２月25日（金）

２月28日（月） 9：00 ～ 14：00 三谷生活改善センター 宮台、湯谷

３月１日（火）
9：00 ～ 12：00 親 和 自 治 会 館 北佐木、後区、上組１、上組２

13：30 ～ 17：30 古 屋 口 会 館 古屋口、下北佐木

３月２日（水） 9：00 ～ 16：00 三 原 多 目 的 集 会 所 下佐木、南部峠、市、荘厳寺

３月３日（木） 9：00 ～ 16：00 田 窪 自 治 会 館 古市、上石、中石

３月４日（金） 9：00 ～ 16：00 三原まちづくりセンター 正蓮寺、白地、鉄穴谷

３月４日（金） 18：00 ～ 20：00 川 本 町 役 場 日中都合のつかない方

３月６日（日） 8：30 ～ 12：00 川 本 町 役 場 平日都合のつかない方

３月７日（月） 9：00 ～ 16：00 木 路 原 自 治 会 館 木路原、多田、久座仁

３月８日（火）
9：00 ～ 15：00 本 町 会 館

上新町、中新町、下新町

３月９日（水） 元町、本町、天神町

３月10日（木）

9：00 ～ 16：00
川 本 町 役 場

日の出、田水、畑野
その他、まだ申告のお済みでな
い方

３月11日（金）

３月14日（月）

３月15日（火） 9：00 ～ 12：00

注　意
・３月９日（水）までは各地区に出かけていますので、役場での申告受付はできません。
・対象地区以外の会場で申告相談を受けたい方は、資料の準備の都合がありますので、必ず事前に
役場町民生活課までご連絡ください。
・国税局や税務署の職員を名乗り、年齢や家族構成、口座情報などについて聞き出そうとする案件
が発生しています。不審な電話があった場合には役場税務係までお問い合わせください。
・新型コロナ感染症対策として、申告会場でのマスクの着用、アルコール消毒にご協力ください。

【問】町民生活課�税務係　☎72-0632

町県民税・国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料
令和４年（2022年）申告相談日程表
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
（
3
回
目
）
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

（
3
回
目
）
が
始
ま
り
ま
す
。

１
．
対
象
者

①�

初
回
接
種
（
1
回
目
、
2
回
目
の
接
種
）
が

完
了
し
て
い
る

②�

初
回
接
種
完
了
か
ら
、
原
則
８
カ
月
以
上
経

過
し
て
い
る

　
※
65
歳
以
上
の
方
は
、
7
カ
月
以
上

③
18
歳
以
上

の
全
て
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

２
．
接
種
時
期

※
今
後
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
令
和
3
年
12
月
～
令
和
4
年
2
月
頃

　
医
療
従
事
者
な
ど
先
行
接
種
し
た
方

◆
令
和
4
年
2
月
～
3
月
頃

　
高
齢
者
等
福
祉
施
設
入
所
者
・
従
事
者
の
方

◆
令
和
4
年
3
月
～
4
月
頃

　

�

65
歳
以
上
の
方
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
50

～
64
歳
の
方

◆
令
和
4
年
4
月
以
降

　
18
～
49
歳
の
方

３
．
接
種
場
所

社
会
医
療
法
人
仁
寿
会 

加
藤
病
院

４
．
接
種
費
用

無
料

５
．
接
種
の
ご
案
内

１　
ワ
ク
チ
ン
接
種
ま
で
の
流
れ

①�

役
場
か
ら
予
診
票
、
接
種
済
証
、
案
内
通
知

が
郵
送
で
届
く

　
　
　
　
　
➡

②�

接
種
希
望
を
役
場
に
連
絡

※�

申
込
期
限
が
あ
る
た
め
、
案
内
通
知
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
➡

③
役
場
か
ら
接
種
日
時
の
案
内
が
届
く

　
　
　
　
　
➡

④
指
定
日
に
接
種

※�

町
外
に
住
民
票
の
あ
る
方
が
町
内
に
在
住
し
、

川
本
町
で
接
種
す
る
場
合
に
は
、
次
の
方
法
で

接
種
で
き
ま
す
。

①�

役
場
健
康
福
祉
課
に
届
出
［
住
民
票
の
あ
る

自
治
体
で
発
行
さ
れ
た
予
診
票
、
接
種
済

証
、
本
人
確
認
書
類
、
居
住
地
（
町
内
）
の

わ
か
る
ハ
ガ
キ
類
を
持
参
］

　
　
　
　
　
➡

②�

町
が
届
出
済
証
を
発
行

※
接
種
当
日
の
受
付
窓
口
に
必
ず
持
参

　
　
　
　
　
➡

右
記
③
④
に
同
じ
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２　
郵
送
物

※�
接
種
日
当
日
に
必
要
な
書
類
で
す
の
で
、
接

種
日
ま
で
は
必
ず
無
く
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
！

・�

予
診
票
（
こ
の
追
加
接
種
で
は
、
接
種
券
と

予
診
票
が
一
体
と
な
っ
て
い
ま
す
）

・
予
防
接
種
済
証

・
案
内
通
知

・
ワ
ク
チ
ン
の
説
明
書

※�

2
回
目
の
接
種
後
、
一
定
期
間
経
過
す
る
方

か
ら
順
に
郵
送
し
ま
す
。

６
．�

町
外
の
接
種
会
場
で
接
種
を
希
望

す
る
場
合

接
種
を
希
望
す
る
自
治
体
で
事
前
に
届
出
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
そ
の
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

対
応
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

７
．
助
成
制
度

１　
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
制
度
（
継
続
）

①
対
象
者

追
加
接
種
（
3
回
目
）
と
し
て
町
が
発
行
し

た
「
予
診
票
」「
接
種
済
証
」
を
お
持
ち
の

方
で
、
昭
和
32
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
、
ま
た
は
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
②
対
象
区
間

自
宅
か
ら
加
藤
病
院
の
往
復
の
み

③
利
用
者
負
担

片
道
最
大
１
，０
０
０
円

④
利
用
方
法

川
本
タ
ク
シ
ー
へ
電
話
で
予
約

�

☎
72

－

０
２
３
７

　
　
　
　
　
➡

「
接
種
済
証
」「
接
種
日
程
案
内
書
」
を
運
転

手
に
提
示

　
　
　
　
　
➡

降
り
る
際
に
、
負
担
分
の
み
支
払

⑤
そ
の
他

接
種
当
日
、
体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
接
種

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
体
調
快
復
後
、
再

度
、接
種
日
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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後期高齢者医療制度に関するお知らせ

区分 医療費
負担割合

現役並み所得者 ３割

一般所得者等※ １割

区分 医療費
負担割合

現役並み所得者 ３割

一般所得者等※ １割

令和３年度 令和７年度令和３年度 令和７年度

後期高齢者医療制度の被保険者の方（75歳以上の方等）のうち、一定以上の所得のある方は、現役並み所得者を除き
令和４（2022）年10月１日から医療費の窓口負担割合が２割になります。

一定以上の
所得のある方 ２割

■令和４年度以降、団塊の世代が75歳以上となり始め、医療費が大きく増えていくことが見込まれています。
■後期高齢者の医療費のうち、窓口負担を除いて約４割は現役世代（子や孫の世代）の負担（健康保険等からの支援
金）となっており、今後も増えていく見通しとなっています。

■後期高齢者医療制度について、持続可能性を高め、全ての人で支え、国民皆保険制度を未来につないでいくため見
直しが行われます。

その他 約0.5兆円
約４割は現役世代の負担

75歳以上の後期高齢者の医療費の財源内訳（総額約18兆円）※令和３年度予算ベース

※住民税が課税されていない世帯の方は、基本的に１割負担となります。

窓口負担
1.4兆円

保険料
1.4兆円

健康保険等からの支援金
（現役世代の負担）

6.8兆円
公費（税金）
7.8兆円

75歳以上人口の増加 現役世代からの支援金の増加

約1.3兆円増加

6.8兆円
8.1兆円

1,880万人
2,180万人

約300万人増加

被保険者全体の
約20％

令和４年10月から医療費の窓口負担割合が変わります

見直しの背景
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窓口負担割合１割のとき　①

窓口負担割合２割のとき　②

負担増　③（②－①）

窓口負担増の上限　④

払い戻し　（③－④）

窓口負担割合が２割の対象となるかどうかは、75歳以上の方等※1の課税所得※2や年金収入※3をもとに、世帯単位で
判定します。（令和３年中の所得をもとに、令和４年８月頃から判定ができるようになります）

世帯全員が２割世帯全員が３割

320万円
以上

世帯全員が１割 １割 ２割 世帯全員が１割

現役並み所得者※4に該当するか

世帯内の75歳以上の方等※1のうち、課税所得※2が28万円以上の方がいるか

世帯に75歳以上の方等※1が２人以上いるか

「年金収入※3＋その他の合計所得
金額※5」が200万円以上か

「年金収入※3＋その他の合計所得
金額※5」の合計が320万円以上か

※１　後期高齢者医療の被保険者とは、75歳以上の方ならびに、65～74歳の方のうち後期高齢者医療広域連合から一定の障害の状態に
あると認定を受けた方です。

※２　「課税所得」とは、住民税納税通知書の「課税標準」の額（前年の収入から給与所得控除や公的年金等控除、所得控除（基礎控除や
社会保険料控除等）を差し引いた後の金額）です。

※３　「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※４　課税所得145万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割になる方です。
※５　「その他の合計所得金額」とは、事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控除等を差し引いた後の金額のことです。

該当する

いるいない

１人だけ ２人以上

該当しない

200万円
未満

200万円
以上

320万円
未満

●令和４年10月１日の施行後３年間（令和７年９月30日まで）は、窓口負担割合が２割となる方について、１か
月の外来医療の窓口負担割合の引き上げに伴う負担増加額を3,000円までに抑えます（入院の医療費は対象外）。

●配慮措置の適用で払い戻しとなる方は、高額療養費として、事前に登録されている高額療養費の口座へ後日払い
戻します。

【配慮措置が適用される場合の計算方法】
例：１か月の医療費全体額が50,000円の場合

5,000円

10,000円

5,000円

3,000円

2,000円

配慮措置
１か月5,000円の負担増を
3,000円に抑制するための
差額を払い戻します

２割負担となる方で高額療養費
の口座が登録されていない方に
は、令和４年９月頃に後期高齢
者医療広域連合から申請書を郵
送します。
申請書がお手元に届いたら申請
書に記載の内容に沿って、口座
の登録をしてください。

ご注意ください！
■市町村・後期高齢者医療広域連合や厚生労働省が、電話や訪問で口座情報登
録をお願いすることやATMの操作をお願いすることは絶対にありません。

■不審な電話があったときは、最寄りの警察署（＃9110）または消費生活セ
ンター（188）にお問い合わせください。 書類は必ず郵送で

お届けします

医療費窓口負担割合の見直しに関するお問い合わせは
健康福祉課　☎72-0633　　島根県後期高齢者医療広域連合業務課　☎0852-20-7526
制度見直しの背景等については

厚生労働省「後期高齢者窓口負担割合コールセンター」　☎0120-002-719

窓口負担割合が２割となる方には負担を抑える配慮措置があります

窓口負担割合が２割の対象となるかどうかは、主に以下の流れで判定します
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浜田税務署からのお知らせ

●自宅等からのe-Taxの御案内
申告書の作成は、新型コロナウイルスの感染防止の観点からも自宅でパソコン・スマホから！
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」なら、自動で計算しますので、パソコン・
スマホからのe-Tax又は郵送での提出の方が大変便利です！�
� ⇒詳細は国税庁HP（確定申告特集ページ）をご覧ください。

●納税は便利な口座振替をご利用ください。
ご利用に当たっては、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を作成し、納期限までに税
務署又は金融機関に提出していただく必要があります。

●確定申告会場について
会場設置期間

　２月16日（水）～３月15日（火）（土・日等の休日を除く。）
	 ※本年は、感染症対策の一環として、２月１日（火）から相談を受け付けています。

受 付 時 間 � 相 談 時 間
　午前８時30分から午後４時まで� 　午前９時から午後５時まで

会 場 場 所
　浜田税務署２階　浜田市殿町1177番地

※１　	相談には、入場整理券が必要になります。提出のみの方は、入場整理券は不要です。
　　	　なお、入場整理券の枚数には限りがあり、入場整理券がなくなり次第、受付は締め切ります。入場整
理券は、LINEアプリによりオンラインで事前発行が可能です。

※２　税務署の駐車場は、台数に限りがあります。来場の際には公共交通機関をご利用ください。
※３	　申告会場では、検温の実施、マスクの着用及びアルコール消毒液の使用等の新型コロナウイルス感染
症の感染防止策を講じることとしていますので、御理解と御協力をお願いします。

　　　なお、発熱等の症状が認められる場合等は、入場をお断りさせていただきます。

� 【問】浜田税務署　☎0855-22-0360

消防署からお知らせです
令和４年２月10日０時から５時の間、NTT電話交換局の工事に伴い119通報が
３分程度通話できなくなります。
119通報が繋がらない場合は、

江津消防署代表	0855-52-0119 	へ

電話し緊急である旨を伝えてください。
担当課が対応します。
ご不便をおかけしますがよろしくお願いします。
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ま
ち
親
さ
ん
と
の
懇
親
会

�

3
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

川
本
町
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
に

�

参
加
し
ま
し
た

吹
奏
楽
部
「
冬
の
発
表
会
」

12
月
6
日
（
月
）
に
悠

邑
ふ
る
さ
と
会
館
に
て
、

3
年
生
と
ま
ち
親
さ
ん
と

の
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
3
年
間
で
頑
張
っ
た

こ
と
や
卒
業
後
の
進
路
な

ど
を
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

発
表
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

最
近
の
学
校
で
の
出
来
事

な
ど
ま
ち
親
さ
ん
と
懇
談

し
、
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
手
渡
し
て
会
を

終
了
し
ま
し
た
。
本
校
生

徒
を
3
年
間
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
ま
ち
親
の
皆

さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

12
月
8
日
（
水
）、
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
で
「
川
本
町

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
本
校
1
年
生
が

小
中
学
生
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
の
岩
崎
順
子
さ
ん
は
「
い
の
ち
は
受
け
継
が
れ
て

み
ん
な
が
生
ま
れ
て
き
た
日
に
は
」
と
題
し
、
自
宅
で
ガ

ン
の
夫
の
闘
病
生
活
を
支
え
た
こ
と
や
、
夫
の
死
に
直
面

し
た
際
の
子
供
た
ち
の
様
子
を
身
振
り
手
振
り
を
交
え
な

が
ら
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
人
は
単
に
生
き
て
い

る
の
で
は
な
く
、
周
囲
の
支
え
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
温
か
く
実
感
の
こ
も
っ
た

言
葉
に
涙
す
る
生
徒
も

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
に
は
人
権
感
覚
の

基
盤
で
あ
る
優
し
さ
や

思
い
や
り
の
大
切
さ
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
と

思
い
ま
す
。

12
月
11
日
（
土
）、
本
校
吹

奏
楽
部
が
、
悠
邑
ふ
る
さ
と
会

館
で
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
の

練
習
に
取
り
組
ん
だ
成
果
を
保

護
者
の
方
々
に
披
露
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。
部
員

た
ち
は
お
互
い
に
呼
吸
を
合
わ

せ
つ
つ
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
響
か
せ
、
来
場
者
を
魅
了
し

ま
し
た
。

●
矢
内
紗
葉
さ
ん
（
神
奈
川
県
出
身
）

　
私
は
今
ま
で
「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
、
い
ざ
深
く

考
え
る
と
な
る
と
、
辛
く
な
っ
て
途
中
で
考
え
る
の

を
や
め
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
生
の

お
話
を
聞
く
こ
と
で
そ
の
大
切
さ
を
改
め
て
自
身
に

問
い
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
あ
る
ご
と
に

先
生
の
言
葉
を
思
い
出
し
、
今
こ
の
時
間
を
大
切
に

生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
洲
濵
京
叶
さ
ん

	

（
瑞
穂
中
出
身
）

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
は
、

指
揮
者
が
い
な
い
中
で
演

奏
す
る
の
で
、
繰
り
返
し

練
習
す
る
こ
と
で
全
員
の

テ
ン
ポ
感
を
つ
か
ん
で
い

き
ま
し
た
。
本
番
で
は
曲

の
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
る
こ

と
が
で
き
、
一
定
の
手
ご

た
え
は
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
曲
へ
の
理
解
を

深
め
、
互
い
に
尊
重
し
あ

い
、
い
い
音
楽
に
繋
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

お礼のあいさつをする様子



	

　川本中学校３年生が描いたかわもと図書館の
キャラクター「ぶっくん」の「顔出しパネル」
と「イラストパネル」をかわもと図書館入口と
悠邑ふるさと会館からの通路に設置していま
す。顔出しパネルから顔を出して撮影してみた
り、ぶっくんと一緒に写真をとりましょう！
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電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061
開館時間：9時～18時　土日9時～17時
休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始

かわもと図書館

No.296

2022年
１月号

イラストパネル

顔出しパネル

お
わ
か
れ
は�

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

中
山
七
里�

著

宝
島
社

答
え
は
風
の
な
か

重
松
清�

著

朝
日
出
版
社

熔　
果

黒
川
博
行�

著

新
潮
社
刊

昏　
乱

ト
ー
マ
ス・ベ
ル
ン
ハ
ル
ト�

著

池
田
信
雄�

訳

河
出
書
房
新
社

マ
ン
モ
ス
の
抜
け
殻

相
場
英
雄�

著

文
藝
春
秋

お
す
し

松
田
美
智
子�

著

文
化
学
園
文
化
出
版
局

青
い
花
の
え
か
き
さ
ん

ソ
ー
ニ
ャ・ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト�

文

ガ
ブ
リ
エ
ル・エ
ヴ
ァ
ン
ス�

絵

み
ら
い
な
な�

訳

童
話
屋

あ
・
さ
・
ご
・
は
・
ん
！

武
田
美
穂�

作

ほ
る
ぷ
出
版

命
を
救
う
心
を
救
う

ふ
じ
も
と
み
さ
と�

文

佼
成
出
版
社

マ
イ
ブ
ラ
ザ
ー

草
野
た
き�

著

ポ
プ
ラ
社

ば
け
も
の柳

田
国
男�

原
作

京
極
夏
彦�

文

飯
野
和
好�

絵

汐
文
社

博
物
館
の
少
女

富
安
陽
子�

著

偕
成
社

一　
　

般　
　

書

児　
　

童　
　

書

新
　
刊
　
案
　
内
　
お
す
す
め
の
一
冊

 

そ
の
他
多
数
あ
り
ま
す
。

２月の展示テーマ

掲
示
板

あそびのひろば＆えほんのじかん
２月４日（金）10：00～11：30
　読み語り　移動図書館

２月14日（月）～２月18日（金）
休館中の返却は、悠邑ふるさと会館正面玄関の返却ポストをご利用ください。
大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

蔵書点検のため
休館します

《一 般 書》
書評で話題になった本
新聞の書評に載った本を紹介
します。

《児 童 書》
節分
おにが登場するお話や節分に
関する本を展示します。
絵本の世界～堀内誠一～
絵本「ぐるんぱのようちえん」「こすずめのぼう
けん」をはじめ魅力的な作品を作られた堀内誠一
さんの生誕90周年を記念し絵本を展示します。

　　　図書館の本を使った 
　　　作品展開催
　図書館の本を参考にして作られた作品展を開
催します。みなさんの力作が勢揃いします。
　ご来館をお待ちしています。
展示期間 � ２月３日（木）～２月13日（日）
展示場所 � かわもと図書館

かわもと図書館
「ぶっくん」パネルについて
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悠邑ふるさと会館催し物案内
悠邑ふるさと会館をご利用、ご来場の皆様へのお知らせ

～新型コロナウイルス感染症拡大防止に関する対応とお願い～
　悠邑ふるさと会館では、従来から入館時の手指消毒やマスク着用、会議室等の定員制限など様々な
感染症対策を実施していますが、１月上旬からの島根県内での感染拡大を受けて、下記のとおり新た
に制限を設けることとします。感染拡大防止のため、ご理解賜りますようお願い申し上げます。

◆館内での飲食は当面禁止とします。水分補給も館外にて行ってください。
◆�利用は原則として川本町在住の方に限ります。１月31日分までの新規利用予約は、町内在住者の
みによるご利用に限らせて頂きます。
◆ご利用にあたり、感染症対策の実施に関する同意書に署名をお願いしています。

　今後の感染状況によって、ご利用にあたっての条件は予告なく変更する場合があります。また、ご
利用内容によっては個別にお断りする場合もございます。詳しくは下記までお問い合せください。

悠邑ふるさと会館（川本町教育委員会）　☎72-0001

令和３年度川本町スポーツ講演会
悠邑ふるさと会館大ホール
において、令和３年度川本町
スポーツ講演会を開催し、東
京五輪の野球日本代表「侍
ジャパン」でコーチを務めた
元プロ野球選手、清水雅治氏
にご講演を頂きました。
当日は、町内外から140名

の方が聴講し、「『一
いち
』で、未来を変える？変わる？

かも…」と題して、１％の可能性を大事にして、ほ
んのちょっと変わることで、元気になり、やる気に
なるということについて、参加者の方が自分のこと
を振り返る機会を頂き、会場が一体となって、ス
ポーツ活動の取り組みについて考えるきっかけとな
りました。
また、質問交流会では、子どもたちが日頃悩んで

いることについて、ジェスチャーを交え答えていた
だき、子どもたちが一生懸命聴いて、頭の中でまね
をしている様子が印象的でした。
今回の講演会を契機として、これからも全ての方
にスポーツに関わる機会を提供し、スポーツの素晴
らしさを知ってもらい、川本町のスポーツ振興をよ
り積極的に進めていきたいと思っています。
また、翌19日（日）には、川本中央スピリッツ
と川本中学校野球部、島根中央高校女子硬式野球部
を対象に野球教室が行われました。
午前中は小中学生を対象に、走塁・守備・打撃の
基礎を中心に、実演を交えながら指導を受けまし
た。午後からは、高校生を対象に、生徒からの質問
に答える形で行われました。
参加者は、日本代表コーチの言葉や動きに夢中に
なっていました。

12/18
㈯
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募　
集

自
衛
官
募
集

■（
第
１
回
）一
般
曹
候
補
生
（
男
女
）
募
集

【
応
募
期
間
】
３
月
１
日
㈫
～
５
月
10
日
㈫

【
応
募
資
格
】
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予

定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

者【試
験
期
日
】（
１
次
）
５
月
20
日
㈮
～
29
日

日
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

【
試
験
会
場
】（
１
次
）
受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
試
験
種
目
】（
１
次
）
筆
記
試
験
及
び
適
性

検
査

■
技
術
海
上
幹
部
・
航
空
幹
部（
男
女
）募
集

【
応
募
期
間
】
３
月
１
日
㈫
～
５
月
20
日
㈮

【
応
募
資
格
】
日
本
国
籍
を
有
し
、
学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
に

お
い
て
、
次
の
部
門
（
海
上
自
衛
隊
（
艦

船
・
航
空
機
・
武
器
、
情
報
通
信
、
安
全
保

障
、
語
学
、
技
術
情
報
分
析
、
心
理
、
施

設
）、
航
空
自
衛
隊
（
気
象
、
情
報
通
信
、

法
務
、
安
全
保
障
、
研
究
開
発
、
衛
生
（
看

護
・
心
理
））
を
専
攻
し
、
令
和
４
年
４
月

１
日
現
在
、
大
学
卒
業
後
の
必
要
な
経
過
年

数
を
有
す
る
者
。
経
過
年
数
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
部
門
は
、
昨
年
度
参
考

【
試
験
期
日
】
６
月
20
日
㈪

【
試
験
会
場
】�

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
試
験
種
目
】
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
及
び

身
体
検
査

■
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹
（
男
女
）
募
集

【
応
募
期
間
】
３
月
１
日
㈫
～
５
月
20
日
㈮

【
応
募
資
格
】
日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
４

年
４
月
１
日
現
在
、
20
歳
以
上
で
、
令
和
４

年
７
月
１
日
ま
で
に
資
格
・
免
許
等
（
気
象

予
報
士
・
第
２
種
電
気
主
任
技
術
者
・
第
３

種
電
気
主
任
技
術
者
他
）
を
有
す
る
者

※�

資
格
・
免
許
等
は
、
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

【
試
験
期
日
】
６
月
17
日
㈮

【
試
験
会
場
】�

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
試
験
種
目
】
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
身

体
検
査
及
び
実
技
試
験

※
実
技
試
験
は
、
一
部
の
資
格
の
み
。

※�

但
し
、
試
験
期
日
、
会
場
に
つ
い
て
、
追

加
・
変
更
・
中
止
等
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　
　
松
江
市
向
島
町
１
３
４
番
10
号

�

☎
０
８
５
２

－

21

－

０
０
１
５

お
知
ら
せ

労
働
相
談
会（
無
料
）を
開
催
し
ま
す

　
「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
の
解
雇
」「
残
業
代

が
支
払
わ
れ
な
い
」
な
ど
、
職
場
の
ト
ラ
ブ

ル
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
専
門
家
に
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
日
　
時
】
２
月
27
日
㈰

�

会
場
受
付
時
間　
11
時
～
14
時
30
分

【
会
　
場
】
い
わ
み
ー
る

�

（
浜
田
市
野
原
町
１
８
２
６

－

１
）

【
相
談
員
】
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
な
ど

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
対
　
象
】
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
み
】
電
話
に
よ
る
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防

止
対
策
を
行
っ
た
上
で
開
催
し
ま
す
。
会
場

で
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
状

況
に
よ
り
開
催
を
取
り
止
め
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

https://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
rodoiinkai/

問
島
根
県
労
働
委
員
会

�

☎
０
８
５
２

－

22

－

５
４
５
０

　

�（
当
日
は
０
８
０

－

１
９
４
３

－

４
６
９

０
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
）

「
し
ま
ね
版
特
区
」
申
請
受
付

　
「
し
ま
ね
版
特
区
」
は
、
地
域
で
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
事
業
が
、
様
々
な
規
制
に

よ
り
実
施
が
困
難
な
と
き
に
、
規
制
の
特
例

措
置
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
実
現
を

は
か
る
制
度
で
す
。

　
市
町
村
、
民
間
事
業
者
な
ど
、
ど
な
た
で

も
申
請
可
能
で
す
。

【
申
請
受
付
期
間
】

　
１
月
12
日
㈬
～
１
月
26
日
㈬

問
島
根
県
し
ま
ね
暮
ら
し
推
進
課

�

☎
０
８
５
２

－

22

－

６
２
３
４

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
／
レ
デ
ィ
ー
ス

求
職
者
の
た
め
の
企
業
説
明
会

【
日
　
時
】
２
月
17
日
㈭�

14
時
～
16
時
30
分

【
場
　
所
】
い
わ
み
ー
る
体
育
室

�

（
浜
田
市
野
原
町
１
８
２
６

－

１
）

【
内
　
容
】
企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
15

社
程
度
）、
企
業
自
由
説
明
会

【
定
　
員
】
先
着
40
人

【
参
加
費
】
無
料�

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す

問 

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根

�

（
浜
田
事
務
所
）

�
☎
０
８
５
５

－

25

－

５
１
１
１

�

ＦＡＸ
０
８
５
５

－

25

－

５
１
１
２

相
続
税
・
贈
与
税
の
無
料
相
談
会

　
中
国
税
理
士
会
浜
田
支
部
で
は
「
税
理
士

記
念
日
行
事
」
と
し
て
「
相
続
税
・
贈
与
税

の
無
料
相
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
相

続
が
発
生
し
た
時
に
、
ま
ず
税
理
士
に
相
談

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
司
法
書
士
な
ど

の
専
門
家
と
連
携
し
て
相
続
に
関
す
る
手
続

き
を
行
え
ま
す
の
で
、
煩
わ
し
さ
に
悩
ま
な

く
て
す
み
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
こ
の
機
会
に

「
相
続
税
・
贈
与
税
の
無
料
相
談
会
」
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】
２
月
22
日
㈫�

①
午
前
の
部
10
時

～
12
時　
②
午
後
の
部
13
時
～
15
時

【
場
　
所
】
浜
田
市
殿
町
６

－

１　

浜
田
市

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
第
１
研
修
室
（
旧�

浜

田
公
民
館
）

【
料
　
金
】
無
料　

※
相
談
の
事
前
申
込
は

不
要
で
す
。

問
中
国
税
理
士
会
浜
田
支
部　
担
当
：
福
原

�

☎
０
８
５
５

－

25

－

５
３
３
７

広げよう 事故ゼロかわもとの 思いやり

飲　酒 物　損 死傷者 人　身

0 17 0 0 川
本
町（0） （10） （0） （0）

2 86 3 3 川
本
町

累
計（0） （89） （1） （1）

0 44 0 0 郡
内

月
計（0） （42） （0） （0）

※（　）内は前年同月数

◇
交
通
事
故
・
違
反
発
生
状
況

�

（
令
和
3
年
12
月
末
）



日 月 火 水 木 金 土

くらしの情報カレンダー 2 月

 休館日
 休館日 休館日  休館日  休館日  休館日

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日

 休館日

 休館日

 休館日

 休館日
 休館日

 休館日

《１月の納税》
◆ 町県民税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
《２月の納税》
◆ 固定資産税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
※必ず納期限までに納めましょう。

：健康相談・検診
：�公民館
：悠邑ふるさと会館
：図書館
：三原まちづくりセンター
す：�すこやかセンター（社会福祉協議会）
：�子育てサポートセンター
：学校
：保育所
：ドクターカー巡回
：休日診療情報�10：00～16：00
　　（変更となる場合があります）

：�ゴミ収集
Ａ地域（�木路原･日の出･上新町･中新町･下新町･元町･本町･天神町･

谷･市井原･長原･矢谷･芋畑･双葉･中倉･日向）
Ｂ地域（�因原･三大字･多田･久座仁･谷戸･三島･笹畑）
Ｃ地域（�西･八幡･三原･田窪･南佐木･親和･湯谷･三俣）

〔燃えるごみの収集日〕毎週火曜日 ･金曜日（町内全域）
〔容器包装�プラスチックの収集日〕毎週木曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装�紙の収集日〕毎月第２・４水曜日（町内全域）

30 31 1 2 3 4 5

  前眼科医院 
加藤病院

6 7 8 9 10 11 12
あいさつの日 カン・ビン・新聞・

雑誌・段ボール・
不燃ごみ（A地域）

カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（B地域）

乳幼児健診
　（午後）
カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（C地域）

建国記念の日

  邑智病院 
加藤病院

  三上医院 
大隅医院

13 14 15 16 17 18 19
［申告相談］
　公園管理棟
　9：00～16：00

/ 健康相談
　11：00～11：30
　（すこやかセンター）
［申告相談］
　八幡会館
　9：00～11：30
　笹畑集会所
　13：30～15：00

/ あそびのひろば
＆乳幼児相談

　10：00～11：30
　（すこやかセンター）
/ 健康相談
　11：00～11：30
［申告相談］高齢者
　生産活動センター
　9：00～11：30
　さつき会館
　13：30～15：30
行政相談
　10：00～12：00

［申告相談］
　市井原集会所
　9：00～11：30
　矢谷集会所
　13：30～15：00

［申告相談］
　三大字集会所
　9：00～15：00

食育の日
/ えほんのじかん
　10：00～11：30

  邑智病院 
波多野診療所

20 21 22 23 24 25 26
［申告相談］
　朝霧館
　9：00～16：00
ゆうゆうカフェ
　（川本町役場）
　14：00～15：00

［申告相談］
　谷戸集会所
　9：00～11：30
　みやこ会館
　13：30～16：00

天皇誕生日 芋畑集会所
　9：00～10：00
　田窪自治会館
　11：00～12：00
［申告相談］
　西公民館
　9：00～16：00

［申告相談］
　西公民館
　9：00～16：00

  邑智病院 
加藤病院

  上田医院 
河野医院

27 28
［申告相談］
　三谷生活改善セ
ンター
　9：00～14：00

  邑智病院 
加藤病院

※�新型コロナウイルス感染症の状況により予定が変更となる場合が
あります。
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用
し
て
い
ま
す
。
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20広報かわもと2022.1

編
集
後記

　明けましておめでとうございます。今年は『皆様に期待していただける広報』を目標に、様々な情報を発信してい
きたいと思います。よろしくお願い致します。さて、また新型コロナ感染症が広がりつつあります。個々の感染予防
対策をしっかりと行い、みんなで感染拡大を防ぎましょう。

しまね就農相談会の開催について
　県内在住者向けの就農相談会を開催します。
日　時 　２月６日（日）10時～16時まで
場　所 　浜田合同庁舎　２階　大会議室

　自営就農や農業法人への就職について、JAしまね・
市町村・県の担当者がご相談をお受けします。
【問】JAしまね営農対策部担い手対策課
� ☎0853-25-8142

川本町の人口 令和３年12月31日現在
※（　）は前月との増減

※ 住民基本台帳を基にした、令和３年12月中の異動状況

3,162人
（前月比 ±0人）

（前年同期：3,203人）

合 　　計 男 1,497人（－1人）
女 1,665人（＋1人）

転　入　 8人 出　生　 0人 その他　 0人
転　出 5人 死　亡　 3人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,415人
うち15歳未満 311人
世帯数 1,646戸

悠々大学公開講座「お達者落語会」が開催されました。講師は、医学博士で落語家の「春雨や落
雷（はるさめやらくらい）」氏で、「笑いで免疫を高め、病気に打ち勝つ、笑いの不思議な力」を
テーマとして、第一部では江戸古典落語、第二部では、健康講話「笑って健康」『笑いと免疫力そ
して…健康』と題し講演され、会場は終始笑いに包まれていました。

令
和
３
年
度

　
悠
々
大
学
公
開
講
座
開
催

12/16
㈭

　年金事務所の窓口で、年金請求の手続きや受給している年金についての相談を希望される方は、予約相
談をご利用ください。予約相談の受付は、「予約受付専用電話」（☎0570-05-4890）で行っています。

〈予約受付番号受付時間〉
　月～金（平日）8：30～17：15

●予約相談のメリット
　お客様のご都合にあわせて、スムーズに相談でき
ます。相談内容にあったスタッフが事前に準備のう
え丁寧に対応します。

※�予約相談希望日の１カ月前から前日まで受付して
います。
※�ご連絡の際は、基礎年金番号のわかる年金手帳や
年金証書をご準備ください。

●お近くの年金事務所でも受付しています。
� 【問】浜田年金事務所　☎0855-22-0670

年金相談・お手続きの際は予約相談をご利用ください

広
報
か
わ
も
と
　
１
月
　
№
609

令
和
４
年
１
月
20日

発
行


